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足の 外 郭 投 影 図，the　shoes 　last 靴 型，　 shape 　 of　the　 toe

　 1． 緒　　電

　靴型 は，衣服 を作 る際 に 使 用され る人台 に ほぼ相 当

する もの で，足 の 代用 として の 役割 を持 つ ほ か ，靴 作

りの 際 の 設計台や作業台 と して ， な くて は な ら な い も

の と な っ て い る．

　前報
D で わ れ わ れ は，靴 型 の 基 本 と な る靴 型 の 底 面

の 形状 と直 立 裸足時の 足 の 底 面 の 形状 とを比較する こ

とが 靴 型作 りの 第一歩で ある と考え て，足 の 外郭投影

図 か ら作 図 に よ っ て 求 め る間接計測 に よ り足部 の 計測

デ
ー

タを採取 した．そ して ， 計測 したデ
ー

タに 基づ い

て ， 足 の 形状 の 分 類 を行 い
， 分 類 さ れ た グル

ープ ご と

に それ に 適 した 靴 型 の 形状 に つ い て の 提案 を行 っ た．

　本研 究は，さ らに 日本人成人 の 足の 外郭投影図と現

在，市 販 さ れ て い る代 表 的 な 靴 の 靴 型 の 外郭投影 図 と

を重ね合 せ て 比較す る こ とに よ り，現在 の 革靴 の 問題

点 と改良すべ き点 を探 る こ とを 目的 とす る．な お，両

者 の 比較 に 際 して は，計測点 と計測点 と を結 ん だ 距離

を比較する方法 に 加 え て，面積 の 測定 も行 っ た の で 合

せ て報告す る．

（837）

　2．研 究方法

　（1） 靴 型 の 選択

　革 靴 の デ ザ イ ン 上 の 特徴 は 爪 先部 に 顕著 に あ ら わ れ

て お り，外郭投影図によ っ て足 と靴 との 形状 を比較す

る時に は，爪先部の 形状 が 最 も重要 なポイ ン トに な る

と思われ る．しか し， 現在市場 に 流通 して い る革靴 の

爪先形状は 多種 多様 で あ り，したが っ て 男女各
一

種 類

ず つ の 靴 型 で ，
こ れ ら を代 表 さ せ る こ とは 難 しい ．

　そ こ で，本研究に お い て は，紳士 靴，婦人靴 それぞ

れ に つ い て，一般の 店頭 で 数 多 くみ られ る爪 先形状 の

異 な る 3種 類 の 革靴 の 靴 型 を用意 した．

　本研究 で 用 い た 靴 型は，爪先部 の 形状が か な り細 い

（尖 っ て い る〉部類 に 入 る と思 われ る靴 型 （靴 型 N ），

か な り太 い （丸 い ）部 類 に 入 る と思 わ れ る 靴型 （靴 型
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表 1．靴 型 の 外郭投影図 の 計測項 目お よび計測 方法

全長 （L）
ボー丿レ幅 （L）

内不踏長 （L）
外不踏長 （L）

不踏長（L）

内足帽（L）

外足幅（L）

第 1趾先端
一
中心線 （D

内躍幅 （L）

外顧幅 （L）

第 1趾側 角度（L）

第 5趾側 角度（L）

第 2 ポール 角度 （L）

鞭型外 郭投 影図の 爪先部の 最突出点（rRe）と踵部の 最突出点（H）とを結ん だ線 分 （中心 線 ） の 長 さ ［TRe
−H ］

靴型外郭投 影図の 前足部で ，中心 線か らみ た 最内側突出 点（ILBJ）と最外 側突出 点（5LBJ）とを 結 ん だ線 分の 長 さ ［乢 BJ−5LBJ ］

点Hか らIL3」までの距離 を中心線 に平行 に測 っ た距離 ［11bj−H］
点Hか ら5L3」まで の 距離 を中心 線 に平行 に測 っ た距離 ［51bj−H］
点Hか ら中心 線 と線分 ILeJ−5LBJとの 交点 まで の 距離を 中心線 に平行 に測 っ た 距離 ［lbj−Hl
点1LBJか ら中心 線 まで の 距離 〔ILBJ−11bj〕
点5LBJか ら中心 線 まで の 距離 ［5LBJ−51bj］

TReか らみ て 捨て 寸の 距 離 に あ たる 点trか ら内側方 の靴 型外郭投影 図 まで の距離 ［rRt−tr ］

中心 線 上 で 点Hか らみ て 足 長サ イ ズの 16Xの 位 置に あた る 点Cか ら 内側方の 靴型 外郭投影図 まで の 距離 ［11c−c ］
申心 線 上で 点Hか らみ て 足長サ イ ズ の 1砿 の 位 置 に あた る 点cか ら外 側 方の 靴型 外郭投彭図 ま で の 距 離 ［51C−c］
点ILBJお よび 点11cを通 る 直線 と点TRtお よび 点1LBJを通 る 直線 とがな す 角度 ［∠ α d

点5LBJおよび点51cを通 る直線 と点7R，お よび点5LBJを通る直繍とがなす角度 ［∠ a5 ］

中心 線 と線 分ILBJ−5Lesとが なす 角度 ［∠ β］

W ）， こ れ らの 靴 型 の 中間 タ イプ で，か つ 市場 で 最 も

多く見受けられ る
一

般的な タ イプ の 靴 型 （靴型 M ）の

3種類で ある．また，ヒール の 高さが 変 わ る と，それ

に 伴 っ て 靴 型 の 形 状 も変化 す る た め ，こ れ ら の 靴 型 は

すべ て 製 品完成 時 の ヒ
ー

ル の 高さ が 25mm 以下 の も

の と した．サ イ ズ は，紳 士 靴 の 靴 型 で は 25EE，婦人

靴 の 靴 型 は 23E に そ れ ぞ れ統
一

し た ，こ れ ら の 靴 型

の 外郭投影図をヒ
ー

ル ア ッ プ （で きあ が っ た靴 の ヒ
ー

ル の 高さ に な る よ うに 靴 型 の 踵部 をあげた状態） で 採

取 し，表 1 に 示す方法 で計測点 お よ び計測 項 目を定 め

て計測 し，こ れ らに 面積 に つ い て は，図 1に 示 す よう

な作 図 に よ る計測 を行 っ た．

　   被 験 者

　被験者は，大塚 ら
2｝が計測 した 右 足 の 足長 1 また は

足 長 IIの うち ， ど ち らか 長 い 方 を足長 として ，　 JIS　S

5037「靴 の サ イズ」　（日本規格 協会
31

， 1983）の サ イ

ズ 表 に あ て は め，右 足 の 足 長 の サ イ ズ が 男性 で は

25。  cm ，女 性 で は 23．Ocm に あ た る者を 前報 の 被験

者 の 中か ら選 び 出 し た．そ の 結果，前報の 被験 者計

326名 （男性 149 名，女性 177 名） の うち，こ れ に 該

当する 男性 24 名 ， 女性 38 名 を本研究 の 被 験 者 と した．

こ の よ うに，足長サ イ ズ だ け に 限定 して 被験者を選 び

出 した 理 由 は，こ れ に 加 え て 足 囲サ イ ズ ま で を限定す

る と被験者数 が非常に 少 な くなっ て しまう可能性 が 高

い こ とと，特 に婦人靴 に は 足 囲サ イズ の 表示 が ない 場

合 が 多く， 現実 に 女性 は 足囲 サ イ ズ をあ ま り考慮 しな

い で 靴 を選 ん で い る場合 が 多い 2） と考 え られ る か ら で

あ る．

　（3｝ 足 と靴 型 との 形状 比較 に 関す る計測項 目

　 まず，被験者の 右足 の 外郭 投影 図 の 足軸 と，3種 類

の 靴 型，N ，　 W ，　 M の 中心 線 をそれ ぞれ 重ね あ わせ

74 〔838）

た．表 1に 示 す方法で，靴型 の 外郭投影図 の 計 測項 目

を計測 した．そ し て，3種 類 の 靴 型 ご と に ， 表 2 に 示

す 方法 で図 1に 示す計測点間の 距離を計測 し， 表 3 に

示す方法 で 図 1 に 示す部分 の 面積 を計測 し た．計測項

目数は ， 距離 に つ い て は 14項 目，面積 に つ い て は 12

項 目で あ る．距離 は 最小 目盛 りが 1mm の 直線定規 を

用 い て，ま た，面 積 は 帰零 ロ
ー

ラ
ー

式 プ ラ ニ メ
ー

タ
ー

（プラ ス 株式会社製）を用 い て計測 した．計測 の 際に

は，26 の 計測項 目すべ て に つ い て，そ れ ぞれ 3 回ず

つ 計測 を行 い ，こ れ らの 平 均 値 を も っ て 各 a の 計 測 項

目の 計測値 とした ．なお，以上 の 作 業 はすべ て 男女別

に行 っ た．

　（4） 計測項 目の 分散分析 と平均値 の 多重比 較

　まず ， 3種類の 靴型 ， N ，
　 W ，

　 M それ ぞれ に つ い て

計測 した 26計測項 目の 平均値 および標 準偏差 を計算

した．さらに，それぞれ の 計測項目に つ い て
一

元配置

分散分析 を行 い ，靴型 の 違 い に よ っ て平均値に有意 な

差 が 認 め られ る か ど うか の 検定を行 っ た．そ の 結果，

有意 な差 が 認め られ た な らば，最小 有意差法に よ る 多

重比較 を行 っ て，どの 靴型 とどの 靴 型 の 平均値間に有

意 な 差 が 認 め られ る の か ど うか に つ い て も検討 し た，

　な お ，検定 の 危険率 は 5％ と し，男女別 に 分析 した

結果 を比 較 した ．

　 3． 結 　 果

　（1） 前足部 形状 と靴型形状 との 距離の 比 較

　表 4 に ， 足部 形状 との 比較 に 用 い た 靴 型 の 諸 元 を 示

す．ま た，表 5−a ， 表 5・b に は ， 足 と靴 型 それ ぞれ の

外郭 投影 図 を重 ね 合 わ せ て ， 距 離 に つ い て 計 測 し た

14 計測項 目の 結果を男 女 別に 示 す．さら に
，

一元 配

置分散分析に お い て有意で あ っ た 計測項 目に つ い て は，
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目の

図 1． 足部外郭投 影図 と靴 型外郭投影 図 との 形状 比

　　　 較 の た め の 作図

平均値の 多重比較 の 結果，有意 で あ っ た 靴 型 の 組合 せ

を同時 に 示 す．

　表 5−a に示すように，男性 で は，第 1趾側 角度 （L ）

（表 1お よ び 表 4参照）が 大 き くな り，靴型 の 爪 先部

の 形状 が 細 くな る に従 っ て ， 爪先余裕長 ， 爪先余裕長

1 （TR 。

− tr） およ び 爪先余裕長 II （TR 。

− 2T） （以上

表 2参照） が 大 きくな る．また ，一
元配 置分散分析 の

結果，爪先余裕長，爪 先余裕長 1 お よ び 爪先余裕長 II

の 靴 型 に よる平均値 間には 有意な差が 認め られ，多重

比較 の 結 果 どの 靴型 の 組合せ に つ い て も平均値に有意

な差 が 認 め られ た ．

　さ ら に ， 第 1趾接点 は み だ し長 （IA・11a）， 第 5趾

接点は み だ し長 （5A −51a）の 値を見る と，3 種類の 靴

型すべ て が 正 の 値 を示 して お り，こ れは足 の 第 1趾 お

よび第 5 趾 の 接 点 が，どの 靴 型 に お い て も足 が外側に

は み だ す傾向に あ る こ とが わ か る．ま た ，靴型 W ，

靴型 M に 比べ て 爪先部 の 形状 が 細 い 靴 型 N で は ， 第

1趾 先端は み だ し長，第 5 趾先端は み だ し長 の 値 が 正

の 値 を示 して お り，第 1趾 ，第 5趾 の 先端が 靴 型 の 外

に はみ だす傾 向にあ る．

　脛側 中足点 は み だ し長あ る い は 腓側 中足点 は み だ し

長 を見る と，
こ れ らに つ い て も 3 種類 の 靴 型 す べ て に

っ い て足が靴型か らはみだす傾 向 に あ り， 脛側 中足点

側 ， す なわち第 1趾側 と腓側 中足点側，す なわち第 5

趾 側 と で は ， 第 1趾 側 の は み だ し長 の 方が 大 き い ．

　男性で は 表 5−a に 示 すように，爪先余裕長 な ど の 前

足 部 を計測 し た 1．か ら 9．の 計測 項 目 の うち，脛 側 中

足点は み だ し長 を除 い たすべ て の 計測項 目に お い て，

靴型 に よ る平均値 間 の 分散分析結果 に 有意な 差が 見 ら

れ た ．した が っ て
， 靴型 の 爪先部 の 形状 が 細 くな る ほ

ど 爪先余裕長 は大 き くな る傾 向に あ り， さらに は み だ

し長 に 関す る計測項 目の 値 が 大 き くな る傾 向 に あ る と

い える．しか し，脛側中足点は み だ し長，内不踏長差，

外不踏長差，第 5 中足骨粗面点は み だ し長，内踵 部は

み だ し長 に は，靴 型 に よる平均値間 の 分散分析結果 に

は 有意 な差 は 認 め られなか っ た．

　次 に 女性 で は ， 表 5−bか ら， 特 に 紐靴 で 足 へ の 適合

性 を 重視 して 設計さ れ て い る と考 え ら れ る 靴 型 W と

ロ ーヒール パ ン プ ス で あ る靴型 N ， 靴型 M と の 間 に

は，爪先余裕 長，爪 先余裕長 1，お よ び 爪 先余裕長 II

それ ぞ れ の 平均値 に 有意 な差 が 認め られ た．また，多

重 比較 の 結 果，靴 型 W と靴 型 N ，靴 型 M と靴 型 N

の 平均値間 に それ ぞ れ 有意な差が 認 め られ た ．した が

っ て ， 靴型 W あ る い は 靴 型 M に 比 べ て 爪先 部 の 細

い 靴 型 N は，そ の 爪先余 裕長 が 大 きい と い え る．ま

た，爪先余裕長 の 長 さ は ， 男 性 の 足 長 を 250mm とす

ると，足長 の 約 9〜13％で あるの に 対 し て，女性 の 足

長 を 230mm とす ると足 長 の 約 6〜9％ で あ る． した

が っ て
， 爪先余裕に つ い て は 紳 士 靴 に 比べ て 婦 人靴 の

ほ うが かな り小 さい ．

　 靴 型 W の 第 1 趾先端 はみ だ し長 の 値 は 負 の 値 で あ

る が，最 も爪先形状 の 細 い 靴 型 N で は 8．7mm ， 靴

（839） 75
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表 2， 足部 と靴型 との 形状比較 に おける計測項 目お よび 計測 方法 （距離 ）

計　淵　項　 目

L 爪 先余 裕 長

2．爪 先余裕長 1

3，爪 先余 裕畏 II
4．第 1趾 先端 はみ だ し長

5．第 5陛先鵡 はみ だ し長

6．第 IU 接点 はみ だし長

7．篤 5跿接点 はみだ し長

8．脛伽中足点はみ だし長

9，腓儻中足 点はみ だし長

lo．内 不踏長差

ll．外不踏長差

12，第五 中 足骨 租 面 点は み だ し長

13．内踵部はみ だ し長

14．外踵部 はみ だ し長

計　 　測　　方　 　法

靴型 の 外郭 投 影線 の 爪先 か ら第 1 趾か 第 2 趾 の どち ら か 長 い 方 の 趾 の 先 端 まで の 距離を基準 線 に 平行 に測 っ た距 離

靴型の 外郭投影線の 爪先か ら第 1 趾の 先端 まで の 距離 を基準線に 平行に 測 っ A 距艦 〔TRe
− tr ］

靴型の 外郭投影線 の 爪先か ら第 2 趾の 先鵡 までの 距離 を基 準線 に平 行 に 測 っ た距 離 ［TRe−2T］
第 1 趾 先端 か ら靴型 の外 郭投影線まで を基準線 に垂 直に測 っ た距離 ［IT−11t］
第5 趾先端か ら靴型の 外郭投影線まで を基準線 に垂直に測った距離 ［5T−51t ：

第 1趾 基節 骨骨頭内側 最突出点 ‘eSIU接線 と第 1趾 の 接点 ）か ら靴型の 外郭投影線 まで を基準 隷 に 垂直に測 っ た距離 ［IA−11a］
第5 趾基節骨骨頭外側最突出点 （纂 5趾横線 と第 5趾の 接点）から靴型 の外郭投影線 までを基準線に垂直に瀦 っ た距離 ［5A−51n］
腫側中足点か ら靴型の 外郭投彫線まで を基準線に 垂直に測 っ た距縫 ［Tli

−lt■ ］

誹側中足点か ら靴型の外郭投 影 線 まで を基準線 に 垂直に 測 っ た距 離 ［Fli−lf）］

足底部の 内不踏長と 靴型 の 内不 踏長との ！ ［trllbj ］

足底都の外不踏長 と靴型の外不 蕗長 との差 【51bj−f■］
第五 中 足骨 粗 面点か ら靴型 の外 郭 投影線 まで を基 準線 に垂 直に測 っ た距 離 ［2−1b】
躍点か ら足長の 16％の 位置におけ る基準線との 直交線が 足底部の 外郭投影纏と足の 内側で交わ る 点 〔lc）か ら靴型外郭投彰線

まで を基準線に垂直に測っ た距 離 ［lc−11C］
躍 点 か ら足 ffの16％の 位置 にお け る基準 線 との 直 交線 が 足底 部の 外郭 投 髟 線 と足 の外 側 で交 わ る点 〔5e》か ら靴型 の 外郭 投 影線

まで を基準線 に 垂 直に測 っ た距離 匸5c
−51C〕

表 3． 足部 と靴型 との 形 状 比 較に お け る計測項 目お よ び 計測方法 （面積）

計　測 　項　 目

1．内爪 先俵部余 裕

2．外爪 先後 部余裕

3．第 1趾 前部はみ だ し量
4．第 1 蹉後 部はみ だ し量

5．第 3 ・4 趾は み だ し量

6．第 5 趾前部は み だ し量
7．第 5 趾後部 はみ だ し童

8，内 不 踏 は み だ し量

9．外不踏前部 はみ だ し量
10．外不 踏 後部 は み だ し量

11．内 踵部 は み だ し量

12．外踵部 はみ だ し量

計　 　測　 　方 　 　法

靴型 の 外 郭 投 影 線 と線 分TR1− tr．線 分 tr− 2Tお よ び 足 の 外 郭投影 線 と で囲 まれ た 部分の 面積

靴型 の 外郭投 影線 と線 分 tr −TR ，．線 分 tr − 2Tお よ び 足の 外郭投 彰緑 とで 囲 まれ た 部分の 面積

足 と靴型の 外郭 投影線で 囲 まれ た部分 の 面積の うち，線 分 1A − llaよ りも前 方部の 面積

足 と靴 型の 外郭投影線で 囲 まれ た部分の 面積の うち，線 分 1彑
一11aと線分Tll− ltmで 囲 まれ た面積

足と靴型の 外 郭投影線で 囲 まれ た部分の 面積の うち．線 分5T− 51tよ りも前方 部の 面積

足 と靴型 の 外郭投影練で 囲 まれ た部分の 面積の う ち，線分5T − 51tと 線分5A− 51aで 囲 まれ た面積

足 と靴 型の 外郭投影線で囲 まれ た部分の 面積の う ち，線分5A− 51aと St分FH− lf：で．囲 まれ た面積

足 と靴型 の 外郭 投影線で 囲 まれ た部分の 面積の うち，線分TH− ltNと 線分IC − 11cで
．
囲 まれ た面積

足 と靴型の 外郭 投影線で 囲 まれ た部分の 面積の うち，線分 FH− lfreと 線分B− 1bで 囲 まれ た面積

足 と靴 型の 外郭投影線で 囲 まれ た 部分の 面積の うち，線分B− lbで 線分5C− 51cで 囲 まれ た面積

足 と靴型 の 外郭 投影線 で 囲 まれ た部分の 面積の うち，線分 IC− 11cよ りも後方 の 部分 の 面積

足 と靴型 の 外郭 投影線 で 囲 まれ た部分の 面積の う ち，線分5C − 51cよ り も後 方の 部分 の 面積

注 1 計 測値が 正 の 場 合 は，靴 型 の 外 郭 投 影 線 よ り も 足の 外 郭 投 影 図線 の 方が 外側 にあ る 場 合。
　　計 測値が 負 の 場 合は ，靴 型 の 外 郭投影線 よ り も 足の 外 郭 投 彫 図 線 の 方が 内側 に あ る 場合 。

表 4．靴 型 の 外郭投影図 の 計測結果 お よび 靴 型 の 寸法 ・用途

紳 士 靴 婦 人 靴

靴 型 W 鞦 型 M 靴 型 N 靴 型 W 靴 型 M 靴 型 N

全 長 （L ） 272 ．5°° 278 』
繭凾 282 ．5閣購 244 ，0腫旧 244 ．o潮凾 249 ，5’

ポ ー ル 帽 （L） 94 ．5 95 ．5 95 ．0 86 ．5 82 ．0 82 ．5
内 不 麟 長 （L） 180 ．0 185 ．o 18 呂．0 168 ．5 166 ．5 164 ．5
外 不 賠 長 （L） 151 ．O 160 ．5 149 ．5 143 ．0 143 ．5 140 ．5
不 踏 長 （の 167 ．O 174 ．o 162 ．0 157 ．o 157 ．0 153 ．0
内 足 輻 （L） 40 ．0 40 ，0 40 ，0 臼8 ．o 3．4 ．o 34 ．5
外 足 幅 （L） 50 ．5 52 ．5 49 ．5 45 ．0 46 ．0 45 ，0
第 1趾 先 端 一基 準 線 （L ） 27 ．o 24 ．5 22 ．0 17 ．o 12 ．5 11 ．O
内 躍 輻 （L）

’
　 　 32 ．o 32 』 31 ．5 27 ．0 26 ．5 25 ．5

外 踵 幅 （L ） 35 ．5 32 ．0 33 ，0 31 ．o 30 ．5 3LO
第 1趾 側 角 度 （の 13 』

’
16 ．0 ° 17 ．5

°
21 」

° 20 ．5 ’ 22 、o °
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表 5−a ．足 の 外 郭投影 図 と靴型外郭投影 図 との 距離 の 比較 （男性）

靴型 W 靴型 M 靴 型 N 靴型 間の 分散

平均値の 分析一 一 一
計　　測 　　項 目 n 置　　 S．D 翼　 　 S．D Z　 S．D 多重比較 結果

1．爪先 余 裕 長 2些 22．5国臨 2．3■コ 28．Om 　 2．3m32 ．5舶 2．3■匿 騨一爿　 孵一Nh −N　 ＊

2．爪 先余裕長 1 2422 ．9　 　2．7 28．4　 2．7 32．9　 2．7 冨一M　 魘一N 鯉一圓　 彝

3．爪先余裕長 H 2426 。3　 4．3 31．8　 4 ．5 36 ．3　 4．5 騨呷h　 ”鴨N 囲楙膤　 寧

4．第 1 趾 先 端 はみ だ し長 24 一2．4　 　3．6 一1．2　 4．O 1．7　 3．5 騨一N 瓢一闘　 ＊

5．第 5 趾 先 端 は み だ し長

6．第 1趾接点は み だ し長

7，第 5趾接点は みだ し長

8．腫側中足点は み だ し長

9．腓側中足 点は み だ し長

10．内不 踏 長 差

11．外不踏長差

12．第五 中足骨粗面 点は み だ し長

13．内踵部 は み だ し長

14．外踵 部 は み だ し長

4444444444222222222287839285950926122000一 4．53

．14

，13
．43
．24

．34

．14
．72

．43
．2

一2．69

．91

．86
．43
．4

−2．8
−6．73
．90

．22
．8

4．53

．03

．53
．53
．44

．34

．15
，42

．43
．3

09721835131046404422　

1
　

　

　

　

■

4．13

．13

．63
．43
．14

．34

．13
．91

．？
2．7

　 　 　 　 　H一鬪　 宰

”
一
圏　 曾

一H　　 　 　 ＊

”一圏　　 　 H−−N　 ＊

騨一N

轄一ti　 冨一N

＊

岑

i ：平 均 憶

S邑D ： 標準偏差

＊ ：　pく0．05

表 5−b． 足 の 外郭投影 図 と靴型外郭投影図 との 距離 の 比較 （女性）

靴 型 W 靴 型 M 靴 型 N 靴型 間の 　 分散

平均値の 　 分析一 一 一
計　　測 　　項 　　目 nxs ．D 区 s。口 xS 』 多 重 比 較 　 結 果

1．爪 先余裕長 3814 ．3■■ 1．9■鹽 14．3■雪 1．9■■ 19．8置■ L9 昌團 w一鯉　 閥一匿　 宰

2．爪 先余裕長 1 3814 ．92 ．3 14．92 。3 20．42 ．3 轄引 　 翼一H　 宰

3．爪 先 余 裕 長 II 3817 ．43 ，6 17．43 ．6 22．93 ．6 冒一H　 鰐引 　 宰

4．第 1 趾 先 端 はみ だ し長 38 一〇，73 ．3 6 ．43 ，5 8．74 ．3 騨一”　 轄一N　 照一膩　 ホ

5．第 5 趾先端 はみ だ し長 381 ．34 ．1 4．14 。3 5．84 ．2 娜一願　 輔一N　　　　＊

6．第 1 趾 複点 はみ だ し長 387 ．22 ．9 13．13 ．4 14．83 ．2 レ 贓　 ”一卩　 網一鰡　 率

7，第 5 趾 接点 はみ だ し長 365 。24 ．2 6．34 ，0 7』 4．2 讐
一
圃　 　　 　 ホ

8．脛 側中足点 はみ だ し長 臼85 ．33 ．4 9．33 ．4 8．43 ．5 瞳一贓　 騨一闘　　　　 宰

9．腓 側 中足 点 はみ だ し長 385 ．14 ．4 4．34 。2 5，14 ．5
10．内不 踏 長 差 38 一2．23 ．3 一〇。23 ．3 L83 ．3 ”一膩　 冨一H　 腫一翻　 廓

11．外不 踏長 差 380 ．03 ．6 一〇．53 ．5 2，53 ．6 留一爬　 閥一贓　 廓

ユ2．第五 中足 骨 粗面 点 は み だ し 長 383 ．53 ．8 2．23 ．8 2．83 ．7
13．内踵部 はみ だ し長 383 ．12 ．5 3．22 ．4 3．32 ．3
14，外踵部はみ だ し長 382 。OZ 。0 1．82 。0 1．72 ．0

天 ： 平均 値

S．D ： 標準 偏 差

宰 ：　P〈0，05
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表 6−a ， 足部外郭投影 図と靴型外郭投影図 との 面積の 比較 （男性）

眦型W 靴型 M 靴型 N 靴 型 間の

平均値 の

分 散

分 析

計 　 　測　 　項 　 　 目 n 冨 S．D n1 S。D n 了 S．D 多重 比 較 結 果

L 内爪先 後 部余 裕

2．外 爪 先 後部 余裕

3．第 1趾 前部 は み だ し 量

4．第 1 趾 後部 は み だ し 量

5．第 3 ・4 趾 は み だ し 量

6．第 5 趾 前部 は み だ し 量

7．第 5 趾 後部 は みだ し量

8．内不 踏 は み だ し量

9，外不 踏前 部 はみ だ し量

0 ．外不 踏後 部 はみ だ し量

1．内踵 部 は み だ し 量

2．外踵 部 はみ だ し量

2424242411919232120181214．070
．42L128

．91
．07
．313
．992
．235
．019
．214
．05
．9

7．324
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。413
．1
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6．59
．349
．321
．014
．530
，96
，9

2424242411719232220172117．176
．925

．228
．114
．06
．48
．799
．134
．424
．39
．414
．3

7．124
．6

ユ1．112
．8

　曹

4．36
．34L118

．715
，56
．49
．9

2424242492222242220212018．865
．829
．229
．6

　 4．3
　 9．213

．7100
．233
．520
．210
．Ol23

7．222
．711

．313
．56
．75
．69
．152
，817
．214
．07
．09
．5

　 　 ”
一
翼

u−H

ホ

零

単 位 ： 10
’ic

■
2

了　： 平 均値

SED　： 標準 偏差

零 ：　pく0．05

表 6−b，足部外郭投影図と靴 型外郭投影図と の面積の 比較 （女性）

靴 型W 鞘 型 M 靴型 N 靴型 間 の 分散

平均 値 の 分 析一 一 冖
計 　　測　　項　　目 n1S ．D n 翼 S．D n 罵 S．D 多重 比 較 結果

1．内爪 先 後部 余裕 3820 ．16 ．73811 ．O4 ．0 381L53 ．6 腮
一
周 騨

一
翼 零

2．外 爪 先 後部 余裕 3851 ．214 ．13829 ．211 ．5 3825 ．69 ．4 腎
一h 冨

一
闘 孝

3．第 1 趾 前部 はみ だ し量 3818 。57 ．73833 ，77 ．7 3832 ．79 ．7 冨
一
麗 腎

一
翼 串

4．第 1 趾後 部 は み だ し量 3820 ，910 ．13839 ．312 ．2 3844 。512 ．5 冨
一
雇 腎

一H 串

5．第 3 。4 趾 は み だ し量 223 ．74 ．2316 ，B5 ．7 349 ．27 ．6 冒一H 卓

6．第 5 趾 前部 はみ だ し畳 3511 ，77 ．83512 ．45 ．8 3714 』 7．0
7．第 5 趾後 部 はみ だ し 量 3514 ．91D ．43715 ．19 ，5 3618 ．211 ．8
8．内 不踏 は み だ し量 3a86 ．838 ．73899 ．940 ．1 3810 δ．7 戞o．3
9．外不 踏前 部 はみ だ し量 3730 ユ 21，33722 ．417 ．1 3627 ．o21 ．9
0．外不 踏後 部 は み だ し量 3217 ．312 ．93614 』 10．7 3315 ．712 ．2
1．内踵 部 は み だ し量 349 ．96 ．73810 ．26 ．7 38 ユL77 ．2
2．外踵 部 はみ だ し量 348 ．64 ．2387 ．24 ．7 357 ．84 ．4

単 位 ； 10
−IC

■
2

天　： 平 均値

S．D ： 標準 偏差

＊
： PくO．05

型 M で は 6．4mm それぞれ足 の 外郭 投影 図 よ りも小

さ い ．第 1 趾接点 はみ だ し長 に つ い ては，靴型に よる

平均値 に 有意な差 が 認 め られ ， 靴型 W で は 7．2mm ，

靴型 N に な る と 14．8mm も第 1趾 か らは み だす こ と

に な る．第 1趾先端は み だ し長 と 第 1趾接点 は み だ し

長 で は，すべ て の 靴型 の 組合 せ に つ い て平均値問 に 有

意な差 が 認 め られ た．さらに 第 5趾 に つ い て 見 る と，

78 （842）

第 5趾先端 は み だ し長お よび 第 5 趾接点 は み だ し長 の

値 は，どの 靴 型にお い て も正 の 値 で 第 5趾 か らは み だ

して い る こ と を示 して お り ，
こ れ は 第 1 趾 の 場合 と 同

様の 結果で あ る．また ， 第 5 趾接点 は み だ し長 で は ，

第 1趾接 点 は み だ し長 ほ ど で は な い が ， 婦 人 の 靴 型

N に お い て は 7，9mm も第 5趾 か らは み だ す こ と に

な る．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

外郭投影 図 か らみ た 日本人 成 人 の 足 と靴 型 との 関係

　また，表 5−b に 示すように 爪先余裕長な ど の 前足 部

を計測した 1．か ら 9．の 計測項 目の うち，腓側 中足点

は み だ し長 を除 い たす べ ての 計測項 目と内不 踏長差，

外不踏長差 に お い て，靴型 に よる平均値 間 の 分散分析

結果 に 有意な差 が 認 め られ た．ま た，多重比較 の 結果，

こ れ らの 計測項 目す べ て に つ い て 爪先部 の 形状 が 太 い

靴型 W と細 い 靴型 N の 平均値に は有意な差 が 認 め ら

れ た．した が っ て，靴 型 の 爪 先部 の 形 状 が 細 くな る と

爪先余裕 長 の 値は 大 き くな り，さ らに は み だ し長 に 関

す る計測項 目の 値 が 大 き くなる傾 向 に あ る とい え る．

しか し， 腓側 中足点 は み だ し長 ， 第 5 中足骨粗 面点 は

み だ し長，内踵 部は み だ し長，外踵 部は み だ し長 に は，

靴 型 に よ る 平均値間 の 分 散分 析結果 に は 有意な 差 は 見

られ なか っ た．

　さ らに 靴 型 W を除 き，第 1 趾側 と第 5趾側 の 計測

項 目の 平均値 を見 る と，女性 の 場合 に は
，

ど ち らの は

み だ し長 も男性 に 比べ て 大 き く， 特 に 第 1趾側 の 計測

項 目で こ の 傾 向が 顕著 で あ っ た．

　  　前足部形状 と靴型形状 と の 面積 の 比較

　表 6−a と表 6−b に は ， そ れ ぞ れ 男性お よ び 女性 に つ

い て 靴 型 の 外郭投影図 と足 の 外郭 投影 図 を面積 に よ っ

て 比較 した 結果 を示す． こ れ に よ ると，男性 は表 6−a

よ り，

一
元配 置分散分析 の 結果 ， 靴 型 に よる平均値 に

有意な差 が 認め られ た 計測項 目は ， 第 1趾 前部 は み だ

し量 と外踵部は み だ し量 で あ っ た．第 1趾 前部は み だ

し量 に つ い て は，靴型 W と靴 型 N との 平均 値問に，

ま た，外 踵 部 は み だ し 量 に つ い て は ， 靴 型 W と 靴 型

M と の 平均値間 に そ れ ぞ れ 有意な差が 認 め ら れ た．

　次 に 女性 に つ い て の 結果を表 6−b に 示す．こ れ に よ

る と，内 爪 先 後部余裕，外 爪 先後部余裕 の 値 を見 る と，

両者 ともに靴型 W が靴 型 N あ る い は靴 型 M に 対 し

て 約 2 倍 の 値 を示 して お り，また ，靴 型 W の 平均値

と靴型 N あ る い は 靴 型 M の 平均値 と の 多重比較 の 結

果 も有意 で あ る．さ らに，
一
元 配置分散分 析の 結 果，

靴 型 に よ る 平均 値に有意な 差 が 認 め ら れ た 計 測 項 目 は，

内爪 先後部余裕，外爪先後部余裕，第 1趾前部はみ だ

し量，第 1趾 後部は み だ し量 お よ び第 3・4 趾 は み だ し

量 で あ る．こ れ らの 計測項 目に お い て は ， 靴 型 W と

靴 型 N の 平均値 間 に 有意 な差 が 認 め られ ， また ， 第

3・4 趾 は み だ し量 を除 い て，靴 型 W と靴型 M の 平均

値間に つ い て も有意な差が 認め られ た．

4． 考　　察

靴 を設計す る際 に は，製造 した 靴 が 足 の 何れ か の 部

分 を締め付け て ， 歩行する 際に靴が 脱げ な い ような靴

型 を設計 しなけ れ ば な らな い ．こ の ，足 を締め付け る

根拠 とな る寸法 を靴業 界 では，「コ ロ シ」 と呼ん で い

る．すな わち，靴 型は，こ の 「コ ロ シ 」 の 寸法分 だ け

足 の 形状 よ りも小 さ く作 られ て い る．

　 コ ロ シ 量 に つ い て は 過去 に は ， 革靴 の 場合 ， JIS　S

5031 「か わ ぐつ の 標準 くつ 型寸法」（日本規格協会
4），

1971，1983廃止 ）に お い て ，足 長 サ イ ズ ご と に み た

足 の 足囲寸法 と靴型 の まわ り寸法 （靴型 で 足囲 に 相 当

す る寸法）を示 して ，それ らの 差 を コ ロ シ 量 （紳 士 靴

8〜10　mm
， 婦 人靴 9〜12　mm ） とす る よ うに 規 定 さ

れ て い た．しか し， 靴の サ イ ズ が素材，デ ザ イン の 多

様化 に よ っ て，
一

つ の 規格で は 対応 で きな くな っ て き

た た め ，JIS　S　5037 「靴 の サ イ ズ 」 の 制定に 伴 い ，靴

型 の 規格 を廃止 して，足長 サ イ ズ に 対 する足囲 の 寸法

の み を靴業 界 で 統
一

した ．それ まで の コ ロ シ 量 は 靴業

界 で は 目安 と して 残 っ て は い る が ， 規定 は さ れ て い な

い の で，各社 それ ぞれ の 判断 に 任 され て い るの が 現状

で ある．また ， こ の よ うに 「コ ロ シ」は 靴の 機能面 か

ら必要 と さ れ る もの で あり，一般的に は 足囲 ボ ー
ル 部，

す な わ ち 腓 側 中 足 点 と脛 側 中足 点 と を通 る 周径 囲 （保

志
5）
）や，中足部 を押 さえ て 歩行 中 に 足 が 靴 内 で 前 方

向 に 進ん だ り脱 げそ うに な るの を防 ぐた め の もの で あ

る と理 解 さ れ て い る．し た が っ て，爪 先部 に お い て は，

本来 「コ ロ シ」は不要な もの で ある．

　本研 究に使用 した 紳士靴の 靴型 は，い ずれ も紐 を結

ぷ 羽 根 式 の 靴 や ，履き 囗 の 深 い ，い わ ゆ る ス リ ッ プ オ

ン タ イプ の 靴 で あ っ て，足囲 ボー
ル 部や 中足部 に 「コ

ロ シ 」 を設け る こ とに よっ て 歩行 中に 靴 が 脱げ る の を

防 い で い る．しか し，本研究 の 結果 ， 第 1 趾接点 は み

だ し長 の 平均 値 で 見 る と， どの 靴型 も足 よ りも約 10

mm 小 さ く作 ら れ て い る こ と に な り， 機能的 に み た 場

合 ， ど の 靴 型 も爪 先部を不必 要に 拘束 し て い る と考 え

ちれ る．

　 婦 人 の 靴 型 W も紳 士 靴同様 に 紐 で 結 ぶ こ と に よ っ

て歩行 中に靴が脱げ るの を防 ぐこ とが で きる もの で あ

る．しか し，い わ ゆ るパ ン プ ス タイ プ の 靴 型 M
， 靴

型 N を用 い て 製造 され た 靴 は ， 紐靴で は な く， さ ら

に履 き 口 も紳士靴よ りか な り広い た め ，爪先部 と踵 部

を強 く締め 付け る よ うに デ ザ イ ン さ れ て い る．最近 の

フ ァ ッ シ ョ ン はカ ジ ュ ア ル 志 向であ り，足 の 健康や履

き心 地 を重視す る傾向が 強 くな っ て きて い る
一

方 で ，

こ れ らよりも足 を細 く，小 さ く，きれ い に 見せ た い と

い う願望 を重視 す る 女性 が 多 く存在 して い る の も事実
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で あ る．そ こ で ， こ の よ うな女性 の 需要に 応 え る べ く，

足 の 健康 あるい は 履き心地 よ りもデ ザ イン を優先 して

靴型 が 設計 さ れ る場合 が 多い ，それ 故，特 に 婦人靴 の

靴型 の 設計 に 際 して は，「コ ロ シ 」 の 部分 を爪先部 で

は な く中足 部 や 踵 部 に 設け る な ど ， 特 に 爪先部 の 形状

に つ い て 改良を加え る 必 要が ある と考 え ら れ る．

　婦人靴 で は，比 較 に 用 い た 足 長 サ イ ズ が 23cm と

紳 士 靴 よ り小 さ い に もか か わ らず，パ ン プ ス タ イ プ の

二 つ の 靴 型 で は，男性に比べ て はみ だ し長や はみ だ し

量 が 大 きい 傾 向 に あ り， した が っ て 足 に 対す る圧迫 が

大 き くな っ て い る と考 え られ る．また
， 第 5 趾 の 前後

の は み だ し量 は男性に 比 べ て大 きく， 紳士靴に 比べ て

婦人靴 で は特に第 5 趾 へ の 圧迫が大 きい と考えられ る．

　 さらに，男性，女性 ともに，足長サ イ ズ を基準 とし

て 足 を靴 型 に 合 わせ ると， 第 1趾や 第 5趾 が 靴 に 当 た

っ て し ま う傾 向 に あ る こ と が 推察 で き る． した が っ て，

現実に 適 正 足長サ イ ズ あ る い は 適 正 足囲サ イ ズ よ りも

大きい 靴 を選択する者が 多 くみ らる 理由 と して は，足

に 比 べ て 靴 型 の 足 長 ，足 囲 の 大 き さ 以 外の 形 状 ，特 に

爪先部 の 形状 が 小さい た め で ある と考えられ る．ま た，

こ の 傾 向は特 に 女性 に 強 い と思 われ る． こ の 結果 は，

特 に 女性 が 適 正 サ イズ よりも足長 ， 足囲サ イズ と もに

大きい 靴 を選 ん で履 い て い る と い う大塚 ら
2）の 結果 を

裏付 け る もの で あ る．

　爪先余裕は，足 が 進行方向に伸び る こ と を考慮 して

設けられ て い るが，現実 に は フ ァ ッ シ ョ ン 性 を重視 し

て 決定 され る場合 が 多 い ．本研 究 の 結果，爪先余裕長，

爪先余裕 長 1お よ び 爪先余裕長 IIす べ て に つ い て ，

その 平均値 は 女性 よりも男性 の 方 が 大 き く，した が っ

て ， 婦人靴 よ りも紳士 靴に 爪先部 の ゆ と りが 多い と い

え る．

　Yamada ら
6 ）は，裸 足 歩行 時 の 足 の 伸 び は 足部 内

側 で約 3％ であ る と述 べ て い る．靴 の 機能上 は， こ の

よ うな足 の 伸 び を考慮 して 爪先余裕 を設け る 必 要 が あ

る が ，爪先余裕 を大 きくする程度 に よ っ て は ，自然な

蹴 り出 しを阻害 した り，
つ まず きの 原因 となる危険が

あ る．特 に，第 5趾 の 転 が t〕や 第 1 ・2 ・3 趾 に よ る 足

の 蹴 り出し が 爪 先部の 「コ ロ シ 」 や 必 要 以 上 の 爪先余

裕に よっ て 妨 げ られ る ようで あれ ば ， 機能的な靴で あ

る と は い い が た い ．

　した が っ て
， 靴型 の 設計 に 際 して 適切 な爪 先余裕 や

「コ ロ シ」を決定する た め に は ， 足 と靴 型 と の 比較 に

加え て，実際に試作した靴 を用 い た歩行テ ス トを繰 り

返 し，そ の 結果 を検討す る こ と が 必 要 で あ る，

　 5． 要 　 　約

　 本研究で は ， 足長サ イズ が 25．0 の 男性 24名 と 23．0

の 女性 38名 を対象に，足 の 外郭投影図 と現在市販 さ

れ て い る 代表的 な 3種 類 の 靴 型 （N ，M ，　 W ，紳 士 靴

で は 25EE ，婦人靴 で は 23　E） の 外郭投影 図 とを重 ね

合 わせ て 比較 した． こ れ ち の 比較 は，距離 に 関 す る

14 の 計測項 目 と面積 に 関す る 12 の 計測項 目に 基づ い

て行 っ た．得られ た 結果 は 以下 の 通 りで あ る．

　 1） 靴型 の 爪先部 の 形状 が 細 くな る に従 っ て，爪先

余裕長，爪先余裕 長 1，お よび 爪 先余裕長 IIの 平均値

が 大 き くなる傾 向 が 男女 ともに 認め られ た．

　 2） 第 1 趾接点 は み だ し長，第 2 趾接 点 は み だ し長，

脛側中足点 は み だ し長 ， 腓側 中足点 は み だ し長 の 平均

値か ら，男 女 と も足の 第 1趾 お よび 第 5趾 の 接点 が 靴

型 よ り も外側 に は み 出 して い る と い え る．さ ら に ， 爪

先部の 形状が か なり太い 靴型 W を除 くと， こ れ ら の

は み だ し長 に つ い て は男性 よ りも女性の ほ うが 大き く，

特 に 第 1 趾側 の 計測項 目で こ の 傾 向が 顕著 で あ る．

　 3）　 面積 に よ る比較 に お い て 靴型 に よる平均値 に 有

意 な 差 が 認 め られ た 計測項 目は ， 男 性 で は，第 1 趾前

部は み だ し量 と外踵部は み だ し量， 女性で は ， 内爪先

後部余裕，外爪 先後部余裕，第 1趾 前部は み だ し量，

第 1 趾 後部 は み だ し量，第 3 ・4 趾 は み だ し量 で あ っ

た．
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